
内
藤
謙
先
生
退
職
記
念
号

の
発
刊

に
寄
ぜ

て
法
学
部
長

高

村

忠

成

1

内
藤
謙
先
生
は
、

一
九
八
九
年

四
月
、
本
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
、

一
〇
年
間
、
御
奉
職
い
た
だ

い
た
後
、
大
変
残
念
な
こ
と
に

一
九

九
九
年
三
月
末

日
を
も

っ
て
、
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間

の
先
生

の
御
功
績
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、

こ

こ
に
先
生

の
御
恩
に
少

し
で
も
報

い
る
た
め
、
記
念
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
学
部
と
し
ま
し
て
も
、
大

い
な

る
喜

こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

内
藤
先
生
は
、

一
九
二
三
年
九
月
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
大
久
保
町
に
出
生
さ
れ
、
成
践
高
等
学
校
文
科
乙
類
を
経

て
、

一
九

四
九
年
四

月
、
東
京
大
学
法
学
部
法
律
学
科

に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
在
学
中

の

一
九
五
二
年

一
〇
月

に
は
司
法
試
験
に
合
格
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
九
五
三
年
三
月
に
同
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
同
年

四
月
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院
研
究
奨
学
生
に
な
ら
れ
ま
す
。
三
年
間

で
同
奨
学

生
を
終
了
さ
れ
る
と
、

一
九
五
六
年

四
月
か
ら
二
年
間
、
司
法
修
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
内
藤
先
生
は
、

こ
の
よ
う
に
研
究
と
実
務

の
両

面

の
御
研
鑛
を

つ
ま
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
五
八
年
四
月
、
千
葉
大
学
文
理
学
部

の
非
常
勤
講
師
に
な
ら
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、
大
学
教
員
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
ら
れ
、
同

年

一
〇
月
に
は
東
京
都
立
大
学
法
経
学
部
専
任
講
師
に
就
任

さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
同
大
学

の
助
教
授

(
一
九
五
九
年

一
〇
月
)
、
教
授

二

九
六
七
年

一
〇
月
)
に
な
ら
れ
、

一
九
七
三
年

四
月
に
は
、
同
大
学

の
評
議
員

の
重
責
を
担
わ
れ
ま
す

(
七
五
年
三
月
ま
で
、
お
よ

び
七
七
年
四
月
か
ら
七
八
年
九
月
ま
で
)。

一
九
七
八
年
九
月
に
、
同
大
学
法
学
部
教
授
を
依
願
退
職
さ
れ
、
同
年

一
〇
月
に
東
京
大
学
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法
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

一
九
八
四
年

四
月

に
同
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
た
後
は
、
同
月
千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授
に
就
任
、
そ

の
後
、

一
九
八
九
年

四
月
に
、
本
学
部
教
授
に
お
迎
え
す
る

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
お
、
内
藤
先
生
は
、
前
記
し
た
以
外
に
も
、
成
蹟

べ
ん

大
学
、
立
教
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
学
習
院
大
学
、
筑
波
大
学
、
放
送
大
学
な
ど
で
も
教
鞭
を
と
ら
れ
、
実

に
豊
富
な
教
育
経
験
を
お
持

ち
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
内
藤
先
生
と
い
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
刑
法
学
界

の
重
鎮

で
あ
ら
れ
、
そ
の
御
高
名
は
国
内
外
に
鳴
り
響
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
九
六
八
年
五
月
か
ら

一
九
八
八
年
五
月
ま
で
、
日
本
刑
法
学
会

の
理
事
を

つ
と
め
ら
れ
、
そ
の
間
、

一
九
七
三
年
四
月
か
ら

一
九
七
六

年
五
月
ま

で
は
常
務
理
事

の
任
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
八
八
年

五
月
か
ら

一
九
九

一
年
五
月
ま
で
は
同
会

の
監
事
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学
会

の
重
責
を
果
た
さ
れ
な
が
ら
も
、
先
生

の
研
究
業
績
は
あ
ら
た
め

て
御
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
そ
の

量
は
あ
ま
り
に
も
多
く
し
か
も
内
容
的
に
は
、

一
つ

一
つ
が
不
滅

の
光
彩
を
放

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
が
刑
法

の
分
野

の
世
界
的
な
発

展
、
充
実

に
多
大
な
御
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
く
ら
語

っ
て
も
語
り
尽
せ
な
い
ほ
ど

の
も

の
が
ご
ざ

い
ま
す
。

一
九
六
五
年
九
月
か
ら

一
九
七
三
年
九
月
ま
で
は
法
制
審
議
会
幹
事

(刑
事
法
特
別
部
会
担
当
)
を
努
め
ら
れ
、
ま
た
、

一
九
六
二
年

七
月
か
ら

一
九
六
四
年
九
月
ま

で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー

・
フ
ォ
ン

・
フ
ン
ボ

ル
ト
財
団
留
学
生

と
し

て
、
ケ
ル
ン
大
学
で
研
究
を
さ
れ

ま
し
た
。

一
九
七
三
年

一
〇
月

に
は
、
ア
レ
ク
サ

ン
ダ

ー

・
フ
ォ
ン

・
フ
ン
ボ

ル
ト
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

の
た
め
、
ド
イ
ッ
連
邦
共

和
国
に
出
張
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
先
生

の
御
活
躍

の
場
は
、
大
学

は
も
と
よ
り
、
広
く
社
会

に
、
世
界

に
と
、
大
き
く

広
が

っ
て
お
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

し
ん
し

と
く

に
本
学
部
に
と

っ
て
特
筆
す
べ
き
は
、
講
義
、
演
習

に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
た
先
生

の
、

い
わ
ゆ
る
内
藤
門
下
生
か
ら
は
、
法
曹

界
を
は
じ
め
、
各
界

に
有
為
な
人
材
が
多
数
巣
立
ち
活
躍
さ
れ

て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
九
九
二
年
四
月
か
ら

一
九

九
四
年
三
月
ま
で
、
先
生
は
創
価
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長
と
し
て
腕
を
振
る
わ
れ
、
同
研
究
科

の
充
実
、
発
展

に
多
大
な
御
功
績
を

残
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。



こ
の
よ
う
に
、
内
藤
先
生

の
研
究
、
教
育
面
で

の
御
実
績
は
、
称
賛

し
て
も
し
切
れ
な
い
ほ
ど

の
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
加

そ
う
か
い

え
て
、
先
生

の
御
人
柄

の
良
さ
も
筆
舌
に
尽
し
が
た

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
温
厚

で
、
決
し
て
人
に
不
快
感
を
懐
か
せ
ず
、
む
し
ろ
爽
快

に
さ
せ

て
く
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
某
プ

ロ
野
球
球
団

の
熱

心
な

フ

ァ
ン
で
あ
ら
れ
る
内
藤
先
生

は
、
野
球
談
議
を
す

る
と
尽
き
る
こ
と

の
な

い
ほ
ど
話
題
豊
富
で
あ
ら
れ
、
し
か
も
、
そ

の
目
に
は
い
わ
ゆ
る
解
説
者
な
ど
か
ら

の
借
り
物
で
は
な
い
、
本
物

の
洞
察
力
が
光

っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
じ

つ
に
文
武
両
道

の
人
生

の
達
人
こ
そ
内
藤
先
生
な

の
で
あ
ら
れ
ま
す
。

内
藤

先
生

に
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

一
九
九
九
年
四
月
、
本
学
名
誉
教
授

に
御
就
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
共

と
の
絆
が
永

遠

に
続

く
こ
と

の
証
と
し
て
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。
内
藤
先
生

の
こ
れ
ま

で
に
も
増
し

て
の
益

々
の
御
壮
健
と
御

活
躍
を

深
く
お
祈

り
し
、
本
記
念
号

の
発
刊

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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